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この「麻布大学 生殖・発生工学セミナー」は、
1997年に故 舘 鄰 先生が東京大学から麻布大学 獣医
学部 動物応用科学科 動物工学研究室の教授に就任さ
れ、麻布大学の公開セミナーとして第 1回目が開催さ
れました。当時、体細胞クローン「ドリー」の誕生の
報告が大変注目された時代で、このセミナーではこの
生殖・発生工学の分野を先導する大変著名な研究者
を多数お招きし、舘先生の進行により、格調が高く
たいへん活発なセミナーでありました。セミナーの
最後には、必ず舘先生のたいへん見識の深い「総合討
論」が展開され、時間を忘れて議論がなされており
ました。私（柏崎）も、舘先生の就任から 3 ヶ月遅れ
でこの年の 7月から麻布大学 獣医学部 動物応用科学
科 動物増殖学研究室 講師として就任致しました。当
時、麻布大学ではこの分野での研究がほとんど行わ
れおりませんでしたが、このセミナーからこの分野の
先端的研究の展開を勉強するたいへん素晴らしい機
会となりました。そして、舘先生が現役を退かれて
からは私がこのセミナーを引き継ぐこととなり、麻
布大学で研究を展開した多くの学生・院生がこのセ
ミナーで学び、そして大きく成長して研究者あるいは
高度技術者として全世界へ羽ばたいてまいりました。
今回の第 20回目の本セミナーでは、「第二世代の
TG・精子形成・ICSI」をテーマに掲げ、このセミナー
に参加して、この麻布大学で研究の端緒を開き、そし
て現在、若手研究者として活躍している 3名の先生方、
いわば本セミナーからの第二世代研究者の皆様を講
師にお招き致しました。
講演Ⅰでは、清田 弥寿成 先生（滋賀医大・生命科
学研究センター）から「霊長類における効率的な遺伝
子改変」に関する研究をご紹介いただきます。霊長
類に対するゲノム操作におおいに関心が寄せられる
なか、生殖系列のどこを対象に、どのような手法でゲ
ノム操作が行われているか、たいへん興味深いところ
です。また、対象動物群の維持や飼育に関しても独
特の生殖補助技術を利活用する工夫がなされている
ものと推察されます。
講演Ⅱでは、上記の館先生の研究室ご出身の岩森 
督子先生（九大院医）から「哺乳類精子形成における
生殖細胞間架橋」に関する分子メカニズムに関する分
子メカニズムに関する研究をお話いただきます。特
に精子形成における生殖細胞間架橋の役割は、細胞
間のコミュニケーションのための構造と考えられて
おりましたが、この構造が欠損すると精子形成がうま
くいかず、男性不妊となることが明らかにされてお
ります。この構造の分子メカニズムに関する最先端
研究をご紹介いただきます。この現象の解明は、男
性の避妊薬開発へもつながる可能性があることから
大いに注目したいと存じます。
講演Ⅲでは、中井 美智子 先生（農研機構 本部）か
ら「ブタにおける卵細胞質精子注入法の確立と応用」
に関する研究をご紹介いただきます。ブタは重要な肉
畜であるばかりかそのサイズや臓器のヒトとの類似性
から医療用動物あるいは疾患モデル動物としても大変
注目されている動物であります。このブタの遺伝資源
保存法として、あるいは受精メカニズムの解明法とし
てたいへん重要な顕微操作技術を利活用した研究で
あります。なお、中井先生は、本セミナーでご講演い
ただく研究に対し、日本農学会から 2017年 11月に第
16回日本農学進歩賞を受賞されております。
ご講演いただいた後の「総合討論」では、各位の今
後の研究の方向性や展開につて、あるいはこれまでの
研究活動をとおしてのbreak pointsやご苦労されたこ
となどを伺いたいと考えております。そして、本セミ
ナーが麻布大学の今後の生命科学研究の進展に大い
に貢献することを期待しております。
